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お
り
ま
す
。

写
本
「
田
子
の
古
道
」
（
野
口
本
と
称
す
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
写
本
の
発
見
が
続
き
、
現
在
で
は
十
一
点
を
数
え
て

道
」
は
解
読
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

開
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
の
郷
士
史
研
究
家
で
あ
る
故
鈴
木
富
男
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
研
究
に
よ
り
「
田
子
の
古

き
っ
か
け
に
吉
原
宿
の
研
究
が
加
速
さ
れ
ま
し
た
。
中
央
図
書
館
で
も
、
こ
の
「
森
本
」
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
古
文
書
講
座
を

原
本
は
享
保
年
間
に
書
か
れ
、
そ
の
後
の
幾
多
の
災
害
に
よ
り
失
わ
れ
、
写
本
だ
け
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
吉
原
宿
脇
本
陣
野
口
家
文
書
の
中
の
「
永
代
日
記
万
年
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
天
保
十
五
年
（
西
暦
一
八
四
五
年
）
の

『

ｑ

「
田
子
の
古
道
」
は
吉
原
宿
の
変
遷
や
、
延
宝
の
高
潮
大
被
害
な
ど
、
郷
土
の
歴
史
を
語
る
に
は
必
須
の
書
物
で
す
。

こ
の
た
び
、
「
田
子
の
古
道
」
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
に
津
田
の
森
家
に
伝
わ
る
「
田
子
の
古
道
」
（
森
本
と
称
す
）
が
見
出
さ
れ
て
大
き
な
話
題
と
な
り
、
そ
れ
を

発
刊
に
よ
せ
て

■

肘
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な
お
、
発
刊
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

で
来
ま
し
た
。

こ
の
本
を
市
民
の
皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

当
図
書
館
で
は
一
番
古
い
と
思
わ
れ
る
「
野
口
本
」
を
中
心
に
解
読
を
す
す
め
、
ま
た
、
十
一
冊
の
比
較
考
察
等
に
も
取
り
組
ん

「
古
き
を
た
ず
ね
新
し
き
を
知
る
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
古
い
吉
原
宿
の
歴
史
を
知
り
、
新
し
い
町
の
発
展
の
た
め
に
、

勺

解
読
『
田
子
の
古
道
』

「
田
子
の
古
道
」
の
比
較
考
察

発

明
治
・
大
正
時
代
と
現
在
の
写
真

「
田
子
の
古
道
」
年
代
表

「
田
子
の
古
道
」
写
本
系
統
図

吉
原
宿
と
東
海
道
の
移
り
変
わ
り

刊比
較
考
察
を
読
む
に
当
た
っ
て

写
影
と
読
み
下
し
文

写
本
「
田
子
の
古
道
」
に
つ
い
て

ま
え
が
き

２
富
士
塚
の
謂
れ

１
「
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道
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の
前
文
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て
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